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２月１７日に広島県議会２月定例会が開会し、一般

会計総額１兆１，５１４億円、特別会計５，４７７億円、

企業会計１８７億円の令和８年度当初予算案などが

上程され、審議を行うこととなりました。新年度予算

については、予算特別委員会の中で集中的に審査

を行なっていきます。ふくち基弘は予算特別委員会

の委員に選任される見込みです。令和８年度予算の

執行が県民の皆さんの暮らしの底上げにつながるよ

う、しっかり議論してまいります。

１兆1514億円の一般会計当初予算等が上程

広島県議会議員  ２０２６年３月号 [広島市西区版]

■ 社会減・自然減対策や教育の充実など

人を惹きつける地域づくり・・・８１１億円

■ 医療・介護や福祉の充実や防災・減災対策など

県民の安全・安心な暮らしの基盤づくり・・・８４０億円

■ 物価高・米国関税措置への対応・・・・・・・・・・３３２億円

■ かきのへい死対策・・・・・・・・・・・・・・・・・２３億円

令和８年度の広島県の予算の概要
は、下記のとおりです。

一般会計予算の概要

歳入歳出予算額・・・・１兆１５１４億円
歳入内訳
県税・・・・・・・・・・・３４９２億円（30.3%）

地方交付税・・・・・２０３６億円（17.7%）

国庫支出金・・・・・１１５３億円（10.0%）

県債・・・・・・・・・・・・・７４９億円 （6.5%）

歳出内訳
人件費・・・・・・・・・２６１２億円（22.7%）

公債費・・・・・・・・・１４９７億円（13.0%）

建設事業費・・・・・１１２１億円 （9.7%） 

補助費等・・・・・・・・４４０５億円（38.3%）

特別会計予算額計・・・・・・・５４７７億円
企業会計予算額計・・・・・・・・１８７億円

一般会計歳入・歳出総額 １兆１５１４億円

令和８年度特に重点的に取り組む施策

広島県議会で質問を行う様子

無所属
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薬物乱用防止に向けた取組や少子化対策を求める
１月１９日に開かれた警察・商工労働委員会で、昨年から蔓延している「ゾンビ

たばこ」を含めた薬物事案について県内の状況を問い質しました。この時点では

「ゾンビたばこ」の使用による逮捕等の事案はない、との答弁でしたが、残念なが

ら、この質問の１週間後に広島カープの羽月隆太郎選手が「ゾンビたばこ」使用

の疑いで逮捕されるという事案が発生しました。委員会では、大麻の使用による

検挙事案が前年に比べて大幅に増加しているとの答弁があったことから、県の薬

務課が県内のライオンズクラブなどとタッグを組んで、広島県ヤング薬物乱用防

止指導員の育成に力を入れていることを紹介し、薬務課とも連携して薬物乱用防

止に向けた取組にさらに力を入れるよう求めました。

２月８日投開票の衆議院議員選挙の結果について、どう思いますか？
□よかった □どちらかといえばよかった □どちらともいえない
□よくなかった □どちらかといえばよくなかった
□その他  （ご意見等がございましたらご記入ください）

身の回りに不安を感じることや困っていること、行政を通じて直してほしいこ
となどがありますか？
□ある 内容（ ）
□ない

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

インターン生の受け入れを開始

１月２１日、会派「民主県政会」
として、横田知事に対し医療・介
護・障害福祉や保育分野の賃上
げを助成する上乗せ措置を実施
することを求めるなど来年度に
向けた政策提案を行いました。

横田知事に政策提案

また、１月２９日の若者減少・少子化対策特別委員会では、参考人として国立社会保障・人口問題研究所の藤

井多希子氏から意見を聴取しました。その中で見合い結婚の減少と連動する形で出生率が低下していることや、

広島県では若者減少が大きな問題と捉えられていますが他県と比べると若年層の流出はさほど顕著ではない、

といった意見を拝聴しました。深刻なのは出生減の元となる婚姻数減少であり、県の調査で結婚しようと思える年

収は男性で４～６００万円、女性でも３～５００万円であり、若い世代の年収をどう上げていくか、が婚姻数増加対

策＝少子化対策にとって重要であることから、さらなる対策を求めました。

ふくち基弘事務所では春夏の年

２回現役大学生をインターン生とし

て受け入れています。今年も２月

初めより、春の議員インターンシッ

プの受け入れがスタートしました。

今期は３名の大学生がインターン

生として活動しています。

インターン生より

このインターンでしかできない
経験や未来自治体での活動
を通して、今までにないくらい
成長した２か月にします！

インターン生一同
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